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対　　象 市内の小学4～6年生とその保護者
定　　員 25組（先着順）
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河川課　1 55-2833 5 51-0360

富士土木事務所企画検査課　

1 65-2227 5 65-2270

富士早川水辺探検隊
参加者募集

本物の自然を思いっ切り体験し、川の
楽しさや不思議さを体で感じよう！
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7・8 月

今泉6町内河川委員会
田宿川河川管理協力員

金子 圭介 さん（左、今泉 3丁目）

事務局

田中 成佳
しげよし

さん（右、今泉 5丁目）

川を愛する心を
子どもたちに伝えていきたい

今泉小4年生が、田宿川沿い
に花の苗を植えました（6月
12日）
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